
（
神
奈
川
県
の
半
分
の
面
積
）
と
な
り

ま
し
た
が
、
人
口
分
布
・
教
育
・
経
済

等
が
激
変
期
に
入
っ
て
き
た
事
を
体
感

し
て
お
り
ま
す
。
市
部
へ
の
一
極
集
中

は
極
端
に
進
む
気
配
が
あ
り
、
エ
リ
ア

の
小
中
学
校
の
三
割
近
く
が
複
式
学
級

（
一
学
級
に
複
数
の
学
年
が
同
居
）
が

必
要
に
成
り
つ
つ
あ
り
、
近
年
中
に
更

に
そ
の
数
が
増
え
る
の
が
目
に
見
え
て

い
る
状
態
で
す
。
我
が
矢
島
地
区
も
そ

の
例
外
で
は
な
く
、
最
大
規
模
の
工
場

が
旧
本
荘
市
の
工
業
団
地
に
集
約
さ
れ

る
と
の
噂
が
あ
り
、
現
実
に
な
れ
ば
人

口
激
減
の
危
機
と
な
り
ま
す
。
（
そ
れ

が
無
く
て
も
こ
の
五
年
間
人
口
五
千
の

地
区
で
毎
年
百
人
の
減
少
が
続
い
て
い

ま
し
た
）
次
代
を
担
う
若
者
達
が
ど
ん

ど
ん
地
元
を
離
れ
て
い
く
中
、
ス
ー

パ
ー
の
進
出
に
地
元
商
店
や
飲
食
店
は

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
農
家

の
後
継
者
が
何
割
く
ら
い
い
る
の
か
は

恐
ろ
し
く
て
と
て
も
聞
け
な
い
よ
う
な

現
状
で
す
。 

こ
こ
ま
で
来
る
と
全
国
的
な
均
衡
あ

る
発
展
等
は
寝
言
で
あ
り
、
現
実
的
な

地
方
の
有
り
方
・
農
業
の
保
全
・
子
供

達
の
教
育
機
会
、
環
境
の
均
等
な
ど
を

早
急
に
明
確
化
し
な
い
と
、
荒
廃
し
た

地
方
と
、
勘
違
い
し
た
驕
り
に
満
ち
た

都
市
だ
け
の
国
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か･

･･

。 

 
 

吟
醸
搾
り
真
っ
盛
り 

代
表
取
締
役
社
長 

大
井
建
史 

  

蔵
内
で
大
注
目
の
大
吟
醸
の
搾
り
が

（
２
月
26
日
）
始
ま
り
ま
し
た
。
当
然

も
ろ
み
の
状
態
に
合
わ
せ
て
予
定
を
決

め
ま
す
。
弊
蔵
で
は
今
年
の
も
ろ
み
日

数
が
例
年
よ
り
長
め
に
推
移
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
搾
り
始
め
た
ら
連
続
に
な

り
そ
う
で
、
杜
氏
を
初
め
蔵
人
は
慌
し

く
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
常
勤
社
員
を
技
術
継
承
の
た

め
、
三
名
酒
造
り
の
工
程
に
参
加
さ
せ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
頃
、
杜
氏
や
ベ
テ

ラ
ン
蔵
人
か
ら
も
「
顔
つ
き
が
変
わ
っ

て
き
た
」
と
言
う
言
葉
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
、
嬉
し
い
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
「
常
に
自
ら
の
責
任
で
よ
り
上

を
目
指
す
」
雰
囲
気
と
、
個
人
の
作
業

責
任
が
大
き
い
環
境
の
中
で
、
学
習
と

自
身
の
責
任
の
重
さ
に
毎
日
疲
れ
き
っ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
に
来
て
意

欲
と
あ
る
程
度
の
自
信
が
付
い
て
き
た

の
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら

が
修
行
の
始
ま
り
な
の
で
す
が
、
前
向

き
な
姿
勢
に
育
て
て
く
れ
た
事
を
蔵
人

の
皆
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

異
常
気
象 

大
雪
の
昨
年
と
は
正
反
対
の
こ
の

冬
、
一
月
・
二
月
と
も
雪
が
全
く
有
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
75
歳
の
会
長
も
も
ち

ろ
ん
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
今
か
ら

今
夏
の
水
不
足
の
心
配
が
さ
れ
て
お

り
、
大
雪
に
不
作
な
し
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
の
稲
作
は
ど
う
な
る

の
か
と
の
不
安
も
あ
る
わ
け
で
す
。 

酒
蔵
開
放
（
二
月
十
日
）
は
お
蔭
様

で
１
５
４
０
名
の
受
付
を
頂
き
、
大
変

盛
況
に
終
わ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ご

来
場
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
に
ご
参
加
頂

い
た
皆
様
に
も
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
お

力
が
無
け
れ
ば
、
酒
蔵
開
放
は
成
立
し

な
い
の
で
す
）
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
雪
室

封
印
を
行
い
ま
す
。
例
年
で
す
と
蔵
の

軒
の
雪
で
間
に
合
う
の
で
す
が
、
今
年

は
純
米
生
酒
の
タ
ン
ク
を
雪
で
覆
う
の

に
、
ダ
ン
プ
の
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て

二
十
台
分
の
雪
を
山
か
ら
運
び
、
断
熱

材
で
外
側
を
最
初
か
ら
厳
重
に
覆
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
こ
と
で
す

が
、
四
月
末
の
封
印
開
封
ま
で
先
が
思

い
や
ら
れ
ま
す
。
蔵
内
も
雪
に
覆
わ
れ

た
か
ま
く
ら
状
に
な
っ
て
い
な
い
為
、

激
し
い
温
度
変
化
に
酒
造
り
も
息
を
抜

け
な
い
状
態
で
す
。 

地
方
格
差 

平
成
の
大
合
併
か
ら
二
年
が
経
と
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
一
市
七
町
の
合
併

で
全
国
で
11
番
秋
田
で
は
一
番
広
い
市

天寿酒造株式会社 
〒015-0411 
秋田県由利本荘市矢島町城内字八森下117 
 TEL 0184-55-3165   FAX 0184-55-3167 

http://www.tenju.co.jp  
  第45号  2007年3月号 

開封!! 
雪室タンクから 

雪室   純米生酒 氷点 
熟成 

開封当日に秋田県内 

  飲食店で解禁パーティー 

◎ご希望の会場または天寿酒造へお申し込みください。 

●会場／下記参照   ●会費／前売チケット制 （各店で異なります） 

●日時／平成19年4月27日 18：00～20：00 《同時開催》 

店 名 住 所 電話番号 会費 定員 

居酒屋三太 由利本荘市裏尾崎町４－２ 0184-23-5525 4,000円 25人 

ホテルまさか 由利本荘市鳥海町猿倉字湯ノ沢５２ 0184-58-2188 4,000円 80人 

地鶏料理 瑠璃亭 秋田市保戸野千代田町15-17 018-867-0560 4,000円 50人 

開封日に蔵元から直接解禁パーティー

会場へお届けし、逸速く皆様から出来ば

えを楽しんで頂く企画です。 
店 

必要な本数を、お客様ご自身でビンに

手詰めすることが出来ます。 

《 空ビンは天寿で準備致します。》 

 ●日時／4月27日(金)   

 午前10：00～12：00 
 ●場所／天寿酒造（精米所付近） 720ｍｌ ￥1,365（税込） 

直接天寿の酒蔵に 

     雪室生酒を酌みに行こう 蔵 

天寿 雪室氷点熟成純米生酒は、2月の「酒蔵開放」でしぼりたて純米生酒

の入ったタンクをまるごと雪の中に封印し±0℃の氷点で熟成させたお酒

です。そのお酒を4/27に雪室から開封いたします。純米生酒のとろりとし

た味わいを楽しんで頂くための各種イベントをご紹介します。 

《おばこ号》に乗って 

 お座敷列車解禁パーティー 催 
由利高原鉄道《おばこ号》を借り切って、解禁パー

ティー列車として運行いたします。列車に揺られて

旅情あふれる酒宴をお楽しみ下さい。 

定員 

参加費 

運行日時 

 

申込み  

40名 

3000円 

4/27（金） 

羽後本荘駅発18：49 

詳しくは由利高原鉄道株式会社  

0184-56-2736 まで 



◆
◆
◆
◆

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク 

 
 
 
 
 

試
飲
即
売
予
定
◆
◆
◆
◆ 

◆
５
／
３
日
・
４
日
・
５
日 

◎
秋
田
ま
る
ご
と
市
場
（
秋
田
市
） 

◎
道
の
駅
【
ね
む
の
丘
】
（
に
か
ほ
市
象
潟
） 

◎
道
の
駅
【
に
し
め
】
（
由
利
本
荘
市
） 

 

◎
道
の
駅
【
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
】
（
由
利
本
荘
市
） 

 

ご意見、ご感想をおきかせください。 
日本酒についてもっと知りたい方、天寿に
ついての情報を知りたい方、ご連絡をお待
ちしております。 

●Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  ･･････info@tenju.co.jp 
●ﾎー ﾑﾍ゚ ｼー゙ ｱﾄ゙ ﾚｽ････http://www.tenju.co.jp 
●ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ ････････0120-50-3165 
●F A X ･･････････ 0184-55-3167 
★蔵見学希望の方は、準備等の都合がございます 

 ので事前にご連絡下さい。 

 

★蔵元通信（2ヶ月に1度奇数月に発行予定）希望 

 の方はご連絡下さい。無料 

★メールマガジン（天寿情報）希望の方は、E-ｍailで 

お 酒 の 
NEWS 

大
吟
醸

鳥
海

し
ぼ
り
た
て
に
ご
り
生
酒

《
三
月
二
十
二
日
発
売
》

 

天
寿
の
酒
蔵
で
は
今
が
、
大
吟
醸
上
槽

の
真
っ
盛
り
。
そ
の
出
来
ば
え
に
安
堵
感

や
達
成
感
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
「
大
吟
醸
鳥
海
し
ぼ
り
た
て
に
ご

り
生
酒
」
を
限
定
発
売
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
非
常
に
レ
ア
モ
ノ
で
吟
醸
フ
ァ
ン
に

は
た
ま
ら
な
い
、
大
吟
醸
の
生
お
り
が
ら

み
原
酒
で
す
。 

尚
、
３
０
０
本
限
定
出
荷
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
誠
に
勝
手
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
ご

注
文
は
先
着
順
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

大吟醸｢鳥海｣ 
しぼりたてにごり生酒 

720ml 

2,993円（税込） 

限 定 300本 

＋3.0 

1.3 

0.9 

AK-1  

16.0～16.9 

35％   

山田錦100％ 

●日本酒度 

●酸   度 
●アミノ酸 
●使用酵母 

●ｱﾙｺｰﾙ分  

●精米歩合 

●原 料 米 

◆
旬
ど
き
・
う
ま
い
も
の
自
慢
会
・
秋
田
◆ 

〈
第
３
回
春
の
集
い
〉
参
加
募
集 

３月21日（水）17：00～ 
“料亭 一よし”にて開催決定 
テーマ：金浦漁港産の春の魚 

 

今
回
の
旬
の
食
材
は
サ
ク
ラ

マ
ス
や
ア
カ
エ
ビ
、
海
の
ご
機

嫌
次
第
で
「
料
亭
一
よ
し
」
名

物
の
バ
バ
ガ
レ
イ
も
登
場
す
る

か
も
!?
旬
の
食
材
を
引
き
立
て

る
天
寿
の
お
酒
は
「
大
吟
醸 

鳥
海
し
ぼ
り
た
て
に
ご
り
生

酒
」
な
ど
。
春
め
い
て
き
た
一

夜
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん

か
？ 

●
会
費
／
６
、
０
０
０
円 

●
会
場
／
料
亭
一
よ
し 

（
秋
田
県
由
利
本
荘
市
肴
町
15
） 

●
定
員
／
20
名 

●
募
集
〆
切
／
３
月
17
日(

土
） 

●
申
込
み
方
法
／
天
寿
酒
造
に

Ｔ
Ｅ
Ｌ
も
し
く
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
。 

※
詳
し
い
情
報
は 

h
ttp

://akita-n
o
-

u
m
aim

o
n
o
.co

co
lo
g
-

n
ifty.co

m
/b
lo
g
/ 

を
ご
覧
下
さ
い
。 

◆
◆
◆
◆
◆

吟
醸
バ
ー 

蔵
66
◆
◆
◆
◆
◆ 

 

Ｊ
Ｒ
東
京
駅
の
南
八
重
洲
口
Ｂ
１
Ｆ
に
て
、
「
吟

醸
バ
ー
」
が
営
業
中
で
す
。
全
国
66
蔵
が
加
盟
す

る
日
本
吟
醸
酒
協
会
が
、
吟
醸
酒
の
普
及
と
愛
好
家

の
た
め
の
交
流
サ
ロ
ン
と
し
て
開
設
。
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
形
式
の
バ
ー
で
、
「
蔵
元
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て

毎
週
３
〜
４
の
蔵
元
が
当
番
と
な
り
、
新
酒
や
鑑
評

会
出
品
酒
（
非
売
品
）
等
、
こ
こ
で
し
か
飲
め
な
い

お
酒
も
持
ち
寄
り
ま
す
。
天
寿
の
「
蔵
元
ウ
ィ
ー

ク
」
３
月
16
日
（
金
）
に
は
弊
社
社
長
も
バ
ー
に

登
場
す
る
予
定
で
す
。 

【ＪＲ東京駅南八重洲口 吟醸バー ＭＡＰ】 

http://www.ginjyoshu.jp/bar.html 

◎天寿酒造当番期間／３月15日（木）～ 

          ３月21日（水）  

◎営業時間／平日 16時～23時  

                   土日祝15時～21時 

問い合わせ／０９０-９０１２-１２３１ 

【料亭 一よし ＭＡＰ】 

http://ryoutei.ichiyosi.ftw.jp/ 

Ｊ
Ｒ
羽
後
本
荘
駅 料亭 

一よし 

羽後交通営業所 

ホテルアイリス 

本荘警察署 

シェルＧＳ 

大
吟
醸
の
上
槽
風

景
で
す
。 

乳
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な

ど
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
透
き
通
っ
た
淡

い
黄
緑
色
で
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ
う
な
香
り

を
持
つ
シ
ャ
ン
パ
ン
風
の
美
容
や
健
康
に

良
い
女
性
や
若
者
向
き
の
酒
に
仕
上
が
っ

た
。
町
の
各
層
か
ら
試
飲
チ
ー
ム
を
募
り

試
飲
を
繰
り
返
し
て
品
質
を
決
定
、
同
八

年
八
月
発
泡
性
乳
酒
飲
料
の
製
造
方
法
特

許
申
請
、
同
九
年
一
月
に
酒
類
製
造
免
許

を
申
請
、
七
月
に
は
認
可
を
得
て
本
格
的

な
醸
造
を
開
始
し
た
。 

平
成
九
年
十
月
、
着
想
か
ら
七
年
を
費

や
し
遂
に
発
泡
酒
「
ミ
ル
シ
ュ
」
は
完
成

し
た
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
す
で
に
八
年
四
月

に
町
が
公
募
決
定
し
て
商
標
登
録
し
、
ラ

ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
も
決
定
さ
れ
て
い
た
の

で
、
直
ち
に
矢
島
町
特
産
品
〝
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
乳
か
ら
生
ま
れ
た
ヘ
ル
シ
ー
な
発

泡
酒
「
ミ
ル
シ
ュ
」
〞
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
売
り
出
し
た
。 

平
成
九
年
に
は
県
特
産
品
開
発
コ
ン

ク
ー
ル
最
優
秀
賞
、
平
成
十
三
年
に
は
優

良
ふ
る
さ
と
食
品
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
の
国

産
畜
水
産
品
利
用
部
門
に
お
い
て
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。 

新
商
品
開
発
‐
〔
ミ
ル
シ
ュ
〕
‐
１ 

 
 
 
 

 

代
表
取
締
役
会
長 

 
 
 
 
 

   

六
代
目 

大
井 

永
吉 

 

昭
和
三
十
三
年
、
時
の
町
長
佐
藤
直

太
郎
氏
の
政
策
に
よ
り
、
鳥
海
高
原
の

矢
島
町
花
立
地
域
が
北
部
鳥
海
山
麓
集

約
酪
農
地
域
に
指
定
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
乳
牛
を
導

入
し
た
の
は
同
三
十
四
年
。
三
十
八
年

に
は
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
り
花
立

畜
産
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
牧
場
と
し
て

の
機
能
も
整
備
さ
れ
町
の
産
業
と
し
て

発
展
を
見
た
。
続
く
茂
木
、
宮
塚
、
佐

藤
の
歴
代
町
長
も
花
立
地
区
を
酪
農
振

興
の
拠
点
と
し
て
拡
大
充
実
を
図
り
、

同
時
に
観
光
の
面
で
も
相
乗
効
果
を
考

え
た
開
発
に
努
め
ス
キ
ー
場
、
キ
ャ
ン

プ
場
の
整
備
を
始
め
、
現
在
第
三
セ
ク

タ
ー
（
株
）
鳥
海
高
原
ユ
ー
ス
パ
ー
ク

が
経
営
に
あ
た
っ
て
い
る
コ
テ
ー
ジ
、

山
荘
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ラ
グ
ビ
ー
場
、

宿
泊
施
設
ユ
ー
ス
プ
ラ
ト
ー
、
ゴ
ー

カ
ー
ト
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
が

次
々
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と

し
て
開
設
整
備
さ
れ
た
。
平
成
十
三
年

四
月
に
は
牛
乳
加
工
施
設
ミ
ル
ジ
ー
も

導
入
さ
れ
、
飲
料
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
の

処
理
の
ほ
か
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
の
製
造
販
売
も
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。
花
立
地
域
は
こ
の
よ
う
に
半

世
紀
に
近
い
開
発
の
継
続
で
町
の
観
光

産
業
の
重
要
な
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
に
至
っ
た
が
、
今
後
も
広
く

〝
面
〞
と
し
て
の
鳥
海
山
観
光
の
重
要
な

地
域
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。 

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
牛
乳
は
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
に
比
べ
て
栄
養
価
が
高
く
、
コ

ク
の
あ
る
味
わ
い
が
特
徴
と
さ
れ
る
。

牛
乳
そ
の
も
の
に
町
の
特
産
品
と
し
て

の
価
値
が
あ
っ
て
も
更
に
付
加
価
値
を

高
め
よ
う
と
考
え
る
の
は
当
然
の
こ

と
、
特
産
品
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
た

宮
塚
町
長
は
矢
島
高
校
に
酪
農
科
が

あ
っ
た
昭
和
三
十
五
年
頃
、
二
種
類
の

乳
酸
飲
料
が
開
発
さ
れ
て
い
た
事
を
引

き
出
し
、
平
成
元
年
そ
の
製
造
特
許
に

つ
い
て
県
の
総
合
食
品
研
究
所
・
醸
造

試
験
場
と
協
議
し
、
試
験
場
で
試
み
に

発
酵
さ
せ
た
と
こ
ろ
ワ
イ
ン
か
発
泡
酒

に
な
り
そ
う
と
の
感
触
を
得
、
平
成
二

年
か
ら
三
年
間
酒
類
化
に
つ
い
て
研
究

を
依
頼
し
た
。 

平
成
四
年
、
天
寿
酒
造
で
は
商
品
化

に
つ
い
て
町
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
の
を

受
け
て
、
佐
藤
俊
二
（
現
杜
氏
）
が
担

当
、
試
験
場
の
基
礎
研
究
資
料
を
基

に
、
酒
造
期
を
除
く
日
常
業
務
の
合
間

に
三
年
間
の
苦
労
の
試
験
醸
造
を
重

ね
、
平
成
七
年
十
二
月
に
数
種
類
の
試

作
品
を
完
成
し
た
。
製
法
は
牛
乳
か
ら

乳
脂
肪
成
分
を
分
離
除
去
し
ワ
イ
ン
酵

母
を
加
え
て
発
酵
さ
せ
る
も
の
で
、
原
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